















Without chaotic complexity, amusement quarter (- sakariba -) cannot  create  an attractive, exciting
atmosphere in the 21st century.  That is, it must comprise narrow alleys and tiny blocks that encompass
diverse facilities to allow residents and visitors to enjoy various lifestyles.
Koen-dori in Shibuya was planned, based on the complex concept of “chaotic  city”. In its back alleys, a
new culture is currently emerging : an “intelligent amusement quarter” is germinating from the soil of
diverse commercial and cultural functions of the district. The emerging “intelligent amusement quarter” is
called “Super Intellectual Business Universe Valley,” or just SIBU Valley in short. I believe that this quarter


































































































































































































































































































































































































































































































































































































Ⅴ　新しい盛り場の誕生 ─ 知の盛り場論 ─
　盛り場の存在は都市においては貴重である。
先に挙げた存在の意味性（レーゾンデートル）は
その他にも、盛り場が都市観光のメッカとして
機能している、すなわち都市経済に大きく寄与
していることなどを挙げることができる。よく
例が出されるようにブラジリアのような新都市
であれば盛り場が醸成されておらず、訪れた
人々は無味乾燥な味わいを街に持つはずである。
さらに都市にとって盛り場が大切な理由は、都
市のダイナミズムのアローアンスとなっている
ことである。すなわちニューヨークのハーレム
のように、ダイナミックに変容する街の軋みを
吸収するショックアブゾーバーの機能を持つと
いうことではないだろうか。都市が盛り場を抱
えていなかったら、メタモルフォーシス（新陳
代謝）することはそう容易いことではない。
　したがって、盛り場や繁華街の放逐やクリア
ランスという計画的、工学的手法はやり過ぎる
と、都市が元気になるどころか息の根を止めて
しまうことになりかねない。
　盛り場サイドから見れば、盛り場自体もダイ
ナミックに変容することで、自体の存続を図る
ことになる。大阪の盛り場から次々に新風俗が
生まれてくるのも、それは自己存続の知恵（地
恵）であり自己組織化を図っている結果なのだ
といえるのである。
　しかしそれが、再開発事業のように地域の情
報遺伝子を根こそぎ絶やされてしまうと自己組
織化の運動は再発しなくなってしまうのである。
　そういった事態が、日本の多くの都市・地域
を襲っているのが現実である。盛り場の未来展
望には厳しいものがあるが、しかし私は一方で
は、これまでに無かったような新しい盛り場の
萌芽も各地で見られるようになってきていると
直感する。
　それが、例えば東京・渋谷における＜ビット
バレー現象＞のようなものだと考えている。
　ビットバレー現象とは何か。それは渋谷の盛
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り場の外延を苗床にして生まれた新たな都市型
産業や運動の現象をいう。
  渋谷の都市構造は基本的に鍋底になったＪＲと
東急、営団地下鉄の駅を核にして、商業施設が
外側に向かって展開されている。駅周域は百貨
店や専門店ビルの固い施設群の中心コアになっ
ている。そのさらに周域が飲食店や個店が輻湊
する繁華街となっている。さらにそれらは外側
に向かって飲み屋や風俗店などの盛り場が形成
される。これら全体が渋谷の商業集積（商店街）
を形作っているのであるが、その外周と住宅街
（コミュニティ）が混合する接点辺りに、新たな
盛り場が生まれつつあるのである。すなわちそ
れらがビットバレーなのである。
　もともと二人の若きベンチャーによって提唱
された基本の考えは、ビター・バレーと名付け
られていた。渋谷の渋がビターであり、谷がバ
レーというわけである。ところがビターバレー
ではベンチャーを起こすにはあまりにも渋すぎ
るということでビットバレーとなったという。
　1999年の春、週間のメールマガジンに「渋谷
ビットバレー構想宣言」が発表された。それに
は「世紀末に社会変革期。その主役がインター
ネットであることに気づいた若きベンチャー企
業が東京・渋谷付近に続々と集積している。そ
の土地の未来有為の若者をひきつける」と記さ
れている。その起草者の一人は、自動車販売関
連のネット事業をソフトバンクに売却して膨大
な利益を挙げたネット時代の寵児であるまさに
その名も“ネットエイジ”の西川潔社長ともう
一人がネットイヤーグループの小池聡代表であ
る。二人は、渋谷界隈にネット企業が次々に集
積していることに着目して、サンフランシスコ
の郊外にあるシリコンバレーの向こうを張って
命名したという。しかしビットバレーの内実は、
シリコンバレーではなく、ニューヨークの“シ
リコンアレー”すなわちシリコン横丁と呼ばれ
るネットビジネスやコンテンツビジネス、ある
いは今ではｅ－ビジネスと総称されるコン
ピュータソフト関連ビジネスの総本山に近いイ
メージであろう。このビットバレーは発表され
ると“超人気”を呼び、その年の６月末に行わ
れたパーティには二、三十代のベンチャーを目
指す若者が二百人集まった。七月に任意団体
「ビットバレー・アソシエーション」が生まれた
が、会員は次々に集まり二千年の二月には二千
人を突破して、会が発足して半年にして機能麻
痺の一時の休会に追い込まれた。それはあまり
の人気故の結果である。
　それにしても、なぜ渋谷にネットベンチャー
系の企業が集まるのであろうか。あるいは、
ニューヨークのシリコンアレーに世界中のｅ－
ビジネス関連企業が集まるのであろうか。
そして彼らが、これまでの盛り場とはもう一つ
違った盛り場を形成しつつあるのである。ネッ
トビジネスだから、彼らはネット上だけで人々
やクライアントと交流するのかといえばそうで
はない。実にパーティ好きである。よく集まり
遅くまで地域で飲み、そしてファッションに充
分に気を使う。当然、質のいいレストランがで
き、気の利いたバーが生まれ、素晴らしいファッ
ション・ブテックが街に現れる。すなわち新た
な盛り場やら繁華街が誕生するのである。
　私は、渋谷という街にもう三十年関係してい
る。そして実際にそこで暮らしてずっと街をウ
オッチしてきた。無論私自身も渋谷という街が
好きである。
　渋谷に先端的人間が集まってくる背景、理由
は幾つかあるであろう。例えば、ＮＨＫが東京
オリンピックを契機に代々木練兵場跡地に建て
られた。当然、情報や映像関連の中小企業が集
まってくるだろう。そこには東京大学の駒場教
養学部があり、さらに桑沢デザイン研究所が昔
からあって、アーティストたちがたむろしてい
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た。若者が集まる公園通りや、大人の集まる大
山町などの飲み屋街の先には富ケ谷という街が
あって、しばらく前は原宿から溢れてきたマン
ションメーカーなどがマンションや小ビルを拠
点にしていたが、それらの跡スペースをネット
ビジネスの連中が借り受けたのである。すでに
ネットベンチャーの集積する土壌が存在してい
たのである。あるシンクタンクの研究者は４つ
のポイントを挙げている。すなわち、１割安な
オフィス賃料、２アーティストの集積、３教育
機関、４ソーシャルアメニティというものであ
る。これらは、ニューヨークのシリコンアレー
でも同じ条件であろう。
　さらに私は、渋谷のビットバレーには、山手
通り（環状６号線）という大きなネットワーク
があって、これが新宿の副都心、文化のコンプ
レックス・国立第２劇場を繋ぎ、さらには大田
区の中小先端企業と羽田国際空港を繋いでいる。
まだそのネットワークの具体的な成果は出てい
ないが、これらの要因は国際的な都市内部の研
究開発タウンを創出する充分な条件を秘めてい
るものだ。私はこれらを「知の盛り場」と表現
したい。それらはまた既存の盛り場や繁華街を
持続可能な、そして自己組織化可能な力を与え
ることになるだろう。
この新しい知の盛り場論は、今研究が始まった
に過ぎない。しかし大いなる都市の可能性を追
求できる視点である。私自身、ライフワークに
していきたいと考えているのである。
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